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 液晶回折格子の配向分布制御方法の一つとし

て，配向膜を用いる方法がある．この方法では配

向膜へのパターン処理により，液晶光学軸方位の

空間分布が制御可能であり，また，前後面配向膜

に別々の空間分布を与えることで配向膜間の捻

じれ角度が制御可能である．この 2 つのパラメー

タを自在に制御することで，特徴的な回折特性を

有する液晶回折格子を作成可能である[1,2]．しか

しながら，従来の回折素子設計では物理的な知見

を基に設計するため複雑な形状，パラメータの多

い回折格子の設計は困難である．そこで，我々は

遺伝的アルゴリズム（GA）を用いた回折格子の

設計について先に提案し，液晶光学軸方位をパラ

メータとした回折格子の設計を実証した[3]．今回

我々はさらに高度な設計を目指しGAを液晶捻じ

れ角度の空間分布を新たなパラメータとして導

入し液晶捻じれ角度の空間分布を有する回折格

子の設計を試みた． 

 本研究では右回り円偏光入射時に±1 次光が直

交した直線偏光に変換される回折格子を設計し

た．本研究ではGAのパラメータとして入射側液

晶の光学軸方位，配向膜間の液晶捻じれ角度の空

間分布をパラメータとした．また，素子全体のリ

タデーションについてもパラメータとした．評価

値として，±1 次光の回折効率，ストークスパラ

メータを用いた．GA により最適化された液晶回

折格子の入射側配向分布，捻じれ角度分布を Fig. 

2 に示す．入射側の配向分布は 0°，90°を交互

に繰り返す構造となっており，捻じれ角度は-90

～90°の間を線型に変化するような分布と名て

いる．この液晶回折格子に対して右回り円偏光を

入射したときの回折特性を Fig. 3 に示す．GAを

用いることで所望の回折特性を有する回折格子

が設計できた． 

 
Fig. 1  Orientation direction and twisted angle of 
liquid crystal cell 

 

Fig. 2 Polar plot of ± 1st order diffracted light 
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